20110724　1部礼拝

信徒祝福の人(ルカ1:13-20）

毎年、この時期になると韓国での世界大会に行く人もいるし、また実家に戻る人もいるので、日曜の礼拝のときに少しさびしいと思うような雰囲気もなくはありませんが、そういうことに振り回されないで、逆に集中するチャンスだと思って、礼拝に成功していただきたいと願います。
先週も、ザカリヤ、エリサベツのところをお話ししましたが、義人と言われるほど、よい信仰を持っていた人なのに、他の人には普通にある子どもが与えられないまま年をとって、おじいさん、おばあさんになりました。そのときに、天の御使いが遣わされて「あなたの祈りがきかれた。あなたの願いがきかれるようになった」と言われました。今日の天使の話の中にもあるように、喜びの訪れの、良い知らせをもって、天使がやってきて話されました。しかも、子どもがいなかったところに、子どもが生まれるという問題ではなく、それがあなたにとっても喜びとなり、これから周りの多くの人、結局は、全世界の人の喜びにもなるのです。キリストとからむ答え、神様の祝福なので、遅いと思っていたのに、それは私たちの考えであって、神様の最高にベストなタイミングがあったのです。あまりあわてないで、そういう意味で正しい見方を持っていないといけません。それで、「あなたに子どもが与えられる。しかも、それはキリストの前にキリストを備えるために、最高に価値ある役割、仕事のために与えられるものなので、なんと幸いな者だろうか」とお話をしていました。すると、ザカリヤがそれを聞いて「何によって、私はそれがわかるのでしょうか」と言いました。というのは「信じられません。私はもう年寄りで、妻も年寄りで、子どもを産めるような状態はとっくに過ぎています。話はうれしいけれど、それがなかなか、受け入れられません。信じられません」という反応を示したのです。そのときに、私たちはそのような不信仰の反応が普通で、自然で「まぁ、そんなものでしょう」と思うかもしれません。でも、天使はそれを聞いて「これから、私がお知らせしたとおりに実現するまでは、あなたはものが言えなくなる。話せなくなる」という処置がとられました。つまり、これを信じないというのは大変なことだという現れでもあるのです。そうしながら、天使がこのような話をしました。「私は神の前に立つガブリエルだ。つまり、今、私がお話をしているのは神の言葉なのだ。これは神様からのメッセージなのだ」と。２０節の最後には「私のことばは、その時が来れば実現します」とあります。成就します。必ず、その通りになります。なぜでしょう。これをお話している天使がガブリエルなのですが、ガブリエルは、神の前に立つ神の伝言者のような役割なので、これは普通の偉い人が話したことではなくて、神様の言葉なので、そのとおりに実現するのに、「あなたは年をとって、年寄りなのでそれが信じられませんと言っていたのだね。あなたがこれから話すと、邪魔になるので、それが実現するまでは、口を閉ざしていなさい」としたわけです。これは、私たちは当たり前だと思うかもしれません。今、何歳なのかは出ていませんが、年をとって８０歳、９０歳ぐらいになっていて、女性もそのような場合、子どもが産めるなどとは誰も考えないし、常識的に考えたときにもザカリヤの反応というものは普通です。普通はそのように「信じられません」となるかもしれません。だから、私たちもついついそうなるのです。でも、神様はそのことがものすごく気になるのです。なので、「これから何か月あと、これが実現するようになる時まではあなたは話してはいけないよ」という処置がとられたのです。
これは今まで申し上げましたように、このルカの福音書、聖書のテーマは、私たちクリスチャン、神の民、救われた信者の場合、すでに与えられているイエスに集中することです。新しい何かを探して求めることではないということです。これがテーマです。ほとんどのクリスチャンが、それに反する信仰の反応を見せています。それから、イエスに集中するとなれば、具体的にそのイエスが喜びの基準でないといけません。適用されないといけないし、中心にならないといけません。それが信者というものです。今までは喜びの基準が、肉体的な祝福の有無にあったのではないでしょうか。それが、いつも説教のときにしゃべるものだと受け止めてはいけません。そこを変えないといけません。答えがないということではありません。クリスチャンはすべてが答えなのです。けれども、なぜ答えにならないのかというと基準がイエスではないからです。基準がイエスが伝えられる、イエスがあがめられる、イエスが輝く、その福音宣教などに基準を置いていないので、そうなってしまうのです。よくよく覚えて、噛みしめて、黙想していただきたいと思います。それから、この一章の中では、聖書のテーマでもありますが、ルカの福音書のもう一つのテーマですが、信者、クリスチャンは本当にイエスを握っているとすれば神の言葉の前にどのような態度、どのような姿勢で立つのか、これがすべてです。信者というものは、これから自分の思い、自分の意見、人の言うこと、世の中の様々な理論に従って生きるものではなく、神の言葉を聞いて、神の言葉に従うという存在で、それがクリスチャンです。それが救われた人の祝福であり、特権なのです。ですから、クリスチャンとなれば何が特徴で、何がクリスチャンの絵なのかと言うと、今までは自分なりに考えて悩んでいろいろありました。教会に通ったとしても、神の言葉を聞くとしても、態度がザカリヤのような態度だったかもしれません。でも、クリスチャンというのは、何か偉いことをやるものではなくて、神の言葉、特に福音の祝福の言葉を聞いて、それに「アーメン」するのがクリスチャンなのです。そうでないと、クリスチャンでありながらも、また祝福の存在でありながらも、邪魔になるのでいろいろな処置がとられるのです。ぜひ、覚えてください。人生、また信仰生活は難しいことではありません。それから、そんなに妙なややこしいものでもありません。神様を知らないノンクリスチャンの場合は、神の言葉とは永遠に関係ありません。聞こうともしないし、聞けないのです。聞いたとしても理解できません。神の子どもの特徴は何でしょう。何が一番、変わったのでしょうか。神の言葉が聞けるようになり、それに反応するようになり、神の言葉を聞いて従う存在、それがクリスチャンです。そのことにこだわっていけばいいのです。これから、ぜひ、それにこだわっていっていただきたいと思います。それがテーマなのです。それで礼拝をささげているし、礼拝より大切なものはありません。礼拝は、「世の中の人と、私たちは違うんだ」という目に見える形なのです。神の言葉を聞かないと処置がとられるのではなくて、大変な目に遭うようになるでしょう。これは罰とは違います。ザカリヤも信じなかったので、神様が罰を与えたという意味ではありません。神様は神様の子どもに罰を与えたりということはしません。ただ、信じない場合は、あまり役に立たないし、逆に不信仰を広めるようになるので処置がとられるのです。ですから、クリスチャンの場合には、どういう状況でも、どんな問題があっても、そのようなことは構いなく、神の言葉を聞けばいいのです。神の言葉に耳を傾けて、問題は、それを信じることです。それで信仰がクリスチャンのテーマです。つまり、あとでお話をしますが、問題は年をとっているかどうかでなく、信じるか信じないかが問題です。これが聖書のテーマでもあるし、クリスチャンの私たちが吟味しないといけないテーマなのです。これからメッセージを聞ききながら、一つ一つ、そのテーマを握って、今まではそれとかなり違う、それと異なっている、遠ざかっている何かをもっているわけなので、そこを切り替えるようにしないといけません。いっぱい聞いても、何も切り替えないとそれだけです。難しいことではありません。神様は私たちに偉い、難しい、すごい何かをさせる方ではありません。そういうことを要求する方でもありません。神様がすべてなさいます。私たちには「信じなさい」とおっしゃるだけです。それを福音と言います。福音を聞きながら、教会に通いながら、福音になってない、そこが一番もどかしい現実ではないでしょうか。それで、ぜひ覚えてください。今日のザカリヤの反応や、天使のお話をとおしてでも、私たちがキャッチできるのは、信者の人生のテーマは、神様の御言葉の祝福を信じるか、そうじゃないかにかかっているということを覚えていてください。
1． 信徒に対する祝福の神様の言葉
それでは、ザカリヤにものすごい祝福の言葉をおっしゃったように、神様は信者である私たちに向かって祝福の言葉をおっしゃっています。今、ザカリヤに向かって、あなたを祝福して、それからバプテスマ、ヨハネが生まれて、このような祝福に預かるようになると、祝福の訪れの良い知らせをおっしゃいました。そのように、イエスさまを信じているみなさん一人一人に、今どのような状態、状況であっても、神様は祝福の言葉をおっしゃっているのです。それを聞かないといけません。
１）イエスによって救われた人
　聖書全体がその話でありますが、特にそれを縮めて、まとめるとこのような話です。みなさんが、過去、どのような人生を生きてきたのか、今どのような現実におかれているのかなどに関係なく、イエスを信じることによって、イエスによって救われた人なのだというのが、神の御言葉なのです。救われたというのはどういう話でしょう。救われたというのは、教会に通うとか、そのような話ではありません。みなさんも知らないでいた、絶対に自分の力では抜け出すことのできない、罪の泥沼、運命ののろいに捕らわれていたところ、そこから引き上げられて、縁が切れ、もう二度と戻ることができなくなって、つまり、永遠に解放されて、地獄の運命から解放されて、すべての不幸が終わったのが救われたということです。赤い血のような罪が、白い雪のように変えられて、私たちに自分も知らないうちに捕えられていたのろいの運命という力があったわけです。それがもう東から西に、遠いどこかに投げ捨てられ、私たちには関係ないものになりました。救われたのです。津波に流されて、死にそうになったけれど、ヘリコプターによって救助されたということを想像してみてください。でも、それと比べることができないほど、大変な滅びの運命から私たちは助かるようになったのです。そのように神様はおっしゃっているのです。あなたがたはイエスによって救われた人なのだと。それだけではありません。
２）イエスにあって祝福された人
私たちに対する神の言葉は、イエスにあって、イン・ジーザス・クライスト、あなたがたは祝福されたものなのだす。たとえ刑務所の中に、たとえ死の影の谷を歩いていても、あなたはすでに祝福されたものなので、天にある霊的な祝福がすべて与えられ、あなたがたは絶対に滅びることができない身分を所有し、どのような状況、問題にも打ち勝つことができる権威が与えられている、天の御座の祝福が与えられている、すばらしい祝福の者、幸せな者なのですということです。これからそうなるのではなく、そうなっているのです。すでに、天の御国があなたがたの中に、天の御国、天国を所有している、永遠のいのちをもっている、神に愛されている、そして、大切なのはイエスにあって祝福された者だと、神様はおっしゃっているのです。それを聞かないといけません。聞いて信じないといけません。問題は、みなさんが刑務所の中にいるかどうかでなく、神様が信者に向かって語っていらっしゃる言葉を、信じるか信じないかの戦いなのです。これは非常に大切です。ルカの福音書、また聖書全体のスタートからのテーマです。このテーマをぜひクリアして、テーマを変えてください。
３）イエスのために用いられる人
　それから、神様はクリスチャンの、信者の私たちに向かってこのようにおっしゃっています。イエスによって救われて、イエスにあって祝福されているものであり、イエスのためにこれから神様に用いられる人なのだと。それを言葉を変えますと、この世の中のために役に立つ、光り輝く人生、用いられる者なのだとおっしゃっているのです。神様は、今、一番後ろに座っているヘミに向かっても、あなたが神の子どもであればおっしゃっています。「あなたがどう思っているのか、周りがどう思っているのかわかりませんが、イエスのために、他の何かのためにではなく、これからイエスと絡んで用いられる者なのですと。だいぶ年を召して。いろいろなとこが衰え、起きるのも横になるのも、人の二倍くらい大変なほど年をとって、弱くなっている方でも、信者であれば、神様がおっしゃっているのです。イエスのために用いられる人なのだと。言葉を変えますと、世界の福音化、伝道のために、人のいのちを助けるために用いられる者なのだと祝福の言葉を語っていらっしゃるのです。今、ザカリヤにも、そのようなことを天使をとおして、ガブリエルをとおして神様がおっしゃいました。これが信者に向かって神さまが発する祝福の言葉です。今、まとめましたが毎週、講壇から語られるメッセージを聞きながら、私に対してどのような祝福の言葉をおっしゃっているんだろうと聞こうとしないといけません。でも、どんなに聞こうとしていても、それに「アーメン」しないと私のものでないので、神の言葉の前であれば、私たちがやるべきことは「アーメン」しかありません。
2． 不信仰の理由
しかし、祝福の言葉を語られているのに、ザカリヤのように「信じられません。なかなか、受け入れられないです」と不信仰に走る、いろいろな理由があるのです。

１）人間的な条件
人間的な条件、年をとっているから、私にはあまり他の人にある才能などがないから、他の人にある社会的な地位や名誉や有名な何かがないから、私は他に人にある健康などないから、病気なので、他の人のようにお金をバンバン使えるような余裕がなく、貧乏だからと、いろいろなことが言えるかもしれません。神様は祝福されたものであり、その結果、必ず、用いられる人生、用いられる人なのだとおっしゃっているのに、それに対して、「その通りなのですよ」と反応できないのです。いろいろな人間的条件など、「私は性格が悪いから。私にはこのような問題があるから」といろいろな条件をとりあげて、不信仰に走るのです。今、ザカリヤがそうでした。これは別に悪いというわけではありません。ある意味では常識で、当たり前かもしれません。「あなたは世界の福音化に用いられるよ」とおっしゃっているのに「今、子どもが生まれるとおっしゃられてありがたいけれど、私は年をとって、今は、もう、せいぜい自分で起きるので精一杯なんで」とおっしゃるかもしれません。それが普通で、たぶん納得がいって、理解しやすいかもしれません。でも、神様は怒るのです。怒るというのは怖いというのとは違います。いろいろな理由があります。
２）環境と状況
それから、私たちが置かれている環境、今の周りの様々な状況など、それがまた不信仰の理由になります。日本のような状況の中では、こんなに長い間、町々、自治会ごとが神社とつながっていて、伝統的に偶像文化が町の行事になるほど、深く根を下ろして、そこを触るとみな背をむいてしまうようなところではだめですよと思うかもしれません。それが自然かもしれません。でも、神様はそれを不信仰とおっしゃいます。今、私が勤めている会社の環境は一瞬の余裕もとれませんといろいろなことが言えるかもしれません。大学生は大学の中に入りながら、初代教会も迫害され、集会に来ると逮捕される状況であり、周りは１２０人ぐらい集まっているのに、周りのイスラエルの国民、全員がユダヤ教なのです。そのような状況の中でいろいろなことが言えるでしょう。そこでイエスさまはおっしゃいました。「地の果てにまでわたしの証人になります」と。「えー信じられません」と言うべきなのに、そのときは違いました。祈りに専念していて、反応が違うのです。同じく、環境、状況から見たときには、不可能な状況なのにです。

３）知識と経験
不信仰をあおるような内容が、私たちが学んできたいろいろな知識、先に入っている様々な知識や、いろいろな経験など、年が９０歳になって子どもを産むというのは科学的に、生理学的にありえないと、科学的には、そうかもしれません。でも、もし、それが神様がおっしゃった言葉であれば、特にイエスと絡んで、世界の福音化と絡んでおっしゃる言葉であれば、そのとおり実現するようになっているのです。けれども、あまりにも私たちは、ある意味自然に、当たり前に、不信仰に走るような様々な理由をとりあげて、ザカリヤのように信じられません。神の言葉が語られているのに、それが耳に入ってきて、聞こえてきているのに、「アーメン」と反応しないのです。そうすると、聞いたにもかかわらず、それを味わうことができません。ぜひ、覚えてください。今も同じなのです。信者であればテーマは神の言葉の祝福を信じるか信じないかであって、今の人間的な条件がどうなのか、環境がどうなのか、状況がどうなのかなどとは関係ありません。でも、結論で申し上げますが、クリスチャンでも、だいたい、そのような条件的な、状況的な面がある程度整えられないとだめじゃないかという考え方があるのです。それを早く変えないといけません。極端に言うと、人間的にどっちにしても構いません。信じればいいわけです。イエスによって救われたのであって、私たちの人間的な条件が、ある程度救われる条件があるからではなくて、関係なくイエスによって、イエスがキリストであるがゆえに救われたのです。イエスによって祝福されました。でも、どうしても自分自身をそのように見ることができないいろいろな理由があるかもしれません。その理由と関係なく、イエスがキリストであるがゆえに、王の祝福、預言者祝福、祭司の祝福が私たちのものになっているのです。イエスにあって。またイエスのために、伝道のために用いられるというのも、私たちがそれにふさわしい者だからではなく、イエスが、神様がそれをなさるからなのです。ですから、本当に神様が私たちを伝道に用いられると信じるから、神様が用いられるだけであって、他の人より伝道にふさわしい何かの条件があるから私たちを用いられるわけではありません。神様はとにかく私たちに何かを要求するのではなく、実現する祝福の言葉を発していらっしゃるのです。私たちがやるべきことは、それを信じるか信じないかだけです。そうすると、神様がそれを実現しますので。つまり、私たちの能力、水準、レベルと関係なく、神様がそれを実現するわけです。
3． 選択はアーメンだけ
それで、神の言葉を聞いて、ザカリヤの反応を見て処置がとられた、ものが言えなくなったということをとおして、私たちにこのような教訓を心に留めないといけません。神の祝福の言葉を聞いたときに、それに対する選択は「イエス」、「アーメン」だけなのだと。つまり、選択の余地はないのです。なぜでしょうか。神の言葉なので。信仰以外に選択の道はないということです。それを、ぜひ約束として、信仰の内容として持っていてください。
１）不信仰の理由は存在しない―信仰
それは言葉を変えますと、神のおっしゃる祝福の言葉の場合には不信仰になる理由は存在しないということです。それを言葉を変えると信仰と言います。信じるというのは私たちのレベルで信じられるから「アーメン」というのではなく、神がおっしゃった言葉なので、それに対しては不信仰の理由は元々、存在しないので、信じること以外にはないという意味なのです。選択は信仰だけです。それに、神様は、私たちに意見を伺ったり、私の同意を待っているために、神様の言葉をおっしゃるわけではありません。また、ちょっと研究してみる研究の課題として出したものではなく、神様がおっしゃった言葉は必ず、実現して成就するために、もうすでに決定された決定事項なのです。ですから、こちらが「ああだ、こうだ」と文句をつける性質のものではないということを、ぜひ、覚えてください。それが神の御言葉なのです。
２）根拠は神の力とキリスト
　もちろん、その根拠は何かというとおっしゃった方が神様であり、神様は創造の神様であり、神の力は全能なる力なのです。それから、その根拠はキリストです。神の力とキリスト、これが根拠であるがゆえに、必ず、そのとおりに実現するようになるのです。それが神様の言葉ということです。特に信者に対する祝福の言葉です。「私のような人間が、そんなに祝福されたって信じられません」というのは、その人の考えであって、神様がおっしゃったのであればそのとおりなのです。もうすでに祝福されたものです。なぜでしょうか。それに対して「えー」というような理由は存在しないのです。ぜひ覚えてください。神様がおっしゃったので。キリストが根拠なので。
３）成就する決定事項
もう神の言葉というのは研究材料でも、意見を述べるような同意するかしないかの問題でなく、決定事項であり、成就することが決まっている決定事項なのです。だから、私たちに残っている反応は一個しかありません。「アーメン」しかないのです。みんなが、神の言葉に対しても今までどおりに意見を述べて、いろいろ考え、黙想するのと、それに対して、信じるか信じないか迷いながら考えることとは違います。そのような性質のものではありません。つまり、そこら中にある言葉とは違うということです。ぜひ覚えていてください。それがテーマです。神の言葉に対して、私たちの選択は一個しかありません。「アーメン」だけです。神様が、イエスを信じる皆さんに対して、「あなたがたは救われた祝福の者なのだよ」とおっしゃっています。そうすると、私たちは「そのとおりです。アーメン」と言えばいいのです。アーメンというのは「おっしゃるとおりです」という意味です。「今、イエスを信じているのか。それならば、今の現実がどのような現実であっても、あなたがたはすでに祝福された幸いな者です。心配しないで」とおっしゃっています。そうすると、私たちは「そのとおり。アーメン」と言い、これっぽっちも何かを入れてはいけません。元々、神の言葉は入れることができないものです。それがクリスチャンの信仰の特徴です。すると、神の御言葉が実現する祝福を、目で見るようになるでしょう。ぜひ覚えていてください。
結論
このメッセージをとおして、このような結論を、ぜひ心を留めてください。イエスを信じている方であれば、訓練を受けているのかどうかに関係なく、今、そんなに信仰的に詳しいかどうか、それにも関係なく、信じるか信じないかだけの問題なので、神様がおっしゃいました。伝道に用いられる存在だと。そうすると「アーメン」と信仰をもってください。それから、自分は伝道に用いられる人なのだという確信を持ってください。それが信仰なのです。なぜでしょうか。神様がおっしゃったので、もうそれは手を付けられません。終わりです。私たちが「アーメン」とすることだけです。「アーメン」しづらい様々な理由があるでしょう。そのようなこととは関係ありません。神様がおっしゃったので。信じればいいのです。また、信じることだけです。これは信念とは違います。「信じますよ」とは違います。信じない、つまり、不信仰になることができないものなのです。それで、信じるだけです。その確信を持って、本当にその確信があれば、今、みなさんがいらっしゃるところ、そこを現場と言いますが、そこで、そのために祈りを、もう少し大胆に行ってください。「祈りなさい」そういう意味ではありません。本当に確信があれば、伝道のわざが行われて、それに用いられることを想像しながら、そのようになるように祈ってください。それが実現するわけですから。別に神様の実現の確信を持たないまま、自分の何かを満たすために、一生懸命、祈って「そうなるように」という祈りではありません。信じて祈ってください。それから、この確信を邪魔するのが何かというと、宗教的な見方、考え方、それを打破しないといけません。どういう意味なのかというと、訓練が足りないので、訓練をいっぱい積むことがあれば用いられるようになるだろうというのは宗教です。訓練が必要なのは別の次元なのです。９０歳以上の、年をとっていて不可能な状況であっても、神様がそうするとおっしゃるなら、神様がなさるわけですから、信じるか信じないかの問題であって、他の何かの条件が整えられてからということではありません。このような話もあります。何かいっぱい準備できた分、神様に用いられると言われるのは、また別次元の話であって、そうならないと用いられないということは違う話です。宗教的な考え方です。逆にそのような負担をいっぱい持つと、それが言い訳にもなるのです。そうではありません。もし「いや、もう年をとっているから」となれば、つい、このように考えるようになるかもしれません。できれば、有名なKARAのような人が教会のメンバーであれば、すごく伝道に有利であろうと。これは宗教的な考え方です。金持ちの方が貧乏よりは伝道に有利だろうと。これは宗教であって、神の恵みと主権というものは、そのようなものではありません。年をとって子どもが産めない状況であっても、神がおっしゃってなさるのであれば、実現するようになりますので、そういう意味で、宗教的な考え方、負担、あるいは言い訳になるようなものを全部捨ててください。それが用いられるという確信を奪っていくのです。イエスを信じる人であれば、神様がおっしゃったので。問題はみなさんが訓練をたくさん受けていないからでないし、みなさんが祈りをたくさんしていないからでもないし、金持ちでないから、他の人より、良い条件を持ってないからでもありません。みな、そう思っているのです。性格が悪いので、もう少し優しい人間になれば、伝道に有利かなというのは、どれもでたらめです。だから、性格が悪いのがいい、貧乏なほうがいいという意味ではありません。どっちでも、神様がおっしゃったのであれば、その立場で用いられるし、伝道に役に立てるし、それから、もし金持ちをとおしてなるのであれば、貧乏が金持ちになるのも神様がなさることであるし、刑務所の中に入るのが有利になるなら、刑務所に入れることもあるし、ほとんど今、ご利益に捕らわれています。いろいろな肉体的な条件などに、あまりにもデリケートになっています。訓練を受けるというのは、この用いられることを、どのように神様の導きに従って、きちんとこうなっていくのかのための訓練であって、用いられるか用いられないかの道具ではありません。多くの人がキリストのゆえに。だから、ポイントは、性格が悪い人間が優しい人間になるのがポイントではなく、神様が「あなたを用いるよ」とおっしゃたことを信じるか信じないかがポイントなのです。人間的にはそれにふさわしくない部分が、たくさん見られるとしても。性格が悪いままでいいのか。それは神さまが後でなさることです。ほとんどが宗教的です。ですから、神様がすでにおっしゃって、それを喜んで受け入れて、確信を持っていろいろなものに引っかからないで、全部、振り払って、前に向かって前進すべきなのに、これも、あれも足を引っ張って、あらゆるものが足を引っ張るのです。確信を持ってください。学校に行ったときにも、会社に行ったときにも、家庭に戻ったときにも、私は用いられる者だと確信を持ってください。それに従って動けばいいのに、まず、信じないのです。「私なんて用いられるはずがありません」理由は、訓練を第一次しか受けていないから。一時合宿はまだ行ってないから。まだ私は性格が悪いし、様々な弱さが残っているから、その弱さをきちんとクリアしてから、丈夫な人間になれば、神様が用いられるというのは、宗教です。子どもを産めない人間を神様は用いられました。それで、もし、それが改善されて用いられるならば、神様が改善するでしょう。改善しないで用いることができれば、しないで用いられるでしょう。神様にはできないことはありません。私たちの方の問題は、条件的にどのように積み上げていくのかでなく、信じるか信じないかなのです。キリスト教の特徴は「義人は信仰によって生きる」ということです。特に信者の場合は、神の言葉、祝福の言葉を信じるか信じないかです。なぜ、そんなに悲しそうな顔、辛そうな顔をしているのでしょうか。いろいろな悲しいこと、辛いことがあったからでしょうか。神様の祝福の言葉を信じないからです。これがテーマです。信仰のカラー、パターンを変えないといけません。ほとんどが、タラッパンをしながらも宗教的です。あるいはご利益的なのです。これくらい訓練を受けたのであれば、これくらいわざが行われて、このくらい人間的に祝福されて、自慢できるくらいの結果になっているはずなのに、なぜだろうと余計な葛藤ばかりしているのです。本当にきちんと信仰を持って味わっていれば、結果がどうなっても構わなくて幸せになっていないといけません。結果は神様が許されるそのとおりについていけばいいのです。仏教や他の宗教も結果にあまりこだわらないで無にしましょうと訴えているのに、みなさんが損します。せっかく神様が祝福の言葉をおっしゃっているのに、このために、あのために、これが足りないから、これがないから、「なかなか、まだ信じられません。ありがたいのですが、全部、百人訓練を受けたあと信じましょうという感じなのです。なんと残念でしょうか。なので、足を引っ張る宗教的な目線、見方を全部砕いてください。関係ありません。みなさんに能力があるかないか、金持ちなのかどうか、頭良い人間なのかどうか、穏やかな人なのか、ワイルドな人なのか、神様には関係ありません。信じるか信じないかです。というのは、みなさん自分自身をはじめ、他の人を見たときにも、そういったことであまり「ああだ、こうだ」と言う態度は捨ててください。それはザカリヤと同じことになります。「僕は年をとっていて…」となると、「ちょっと処置がいるな」と、ものが言えなくなったりといった処置室に入れられるかもしれません。ポイントを変えてください。みなさんがハンサムなので伝道がうまい、ブスだから伝道ができないということもありません。信じるか信じないかです。でも、感謝なことに信じるしかないし、神はすでにおっしゃっているから変えることもできないし、「アーメン」としか選択の余地がありません。ぜひ、神の言葉を前にしたときは、「アーメン」以外には存在しないという契約を握って、御言葉と接していただきたいと思います。そうすると、足を引っ張る様々な内容を全部振り払って、残るのは前進のみです。それがクリスチャンの私たちに、性格の悪い人間でも、貧乏でも金持ちでも、学歴あるものでもないものでも、それぞれ神様が許され、神様がなさることなので、あんまり気にしないで前進のみで、みな共通して神の国が約束されています。神が統治されることが約束されています。それだけを握ってください。伝道の確信を持ってください。それから、聖霊充満の神の力を信じて祈ればいいわけです。それだけに集中すればいいのです。でも、なぜそれだけに、他のことを振り切って集中できないかというと宗教的な考え方を持っているからなのです。「これになると、こうなるだろう」「こうすると、こうなるだろう」というのは宗教的なのです。その目線で見ると、まったくそのとおりになっていないから、絶対にこうならないような状況でも、神がおっしゃった祝福の言葉を信じる信仰を持っていれば、神様に用いられ、実現するようになります。世の中にはそのようなことはありません。それを神の恵みと言います。聖書のテーマは、恵みです。神の主権、信仰なのです。あまり、自分自身をはじめ人々を、特に信者の方々を勝手に判断したりすることは避けるようにしてください。信じれば可能なのです。だから、問題はだめでもいいのかではなく、信じているのかどうかです。信じないでだめになっていれば、この人がだめだから問題ではなく、信じないのが問題なので信じるようにしないといけません。人が変わるのは神様が必要に応じて変えてくださるものなので、あんまり余計な負担を持たないようにしてください。負担イコール言い訳になるからです。聖霊充満にのめりこむことができるように祈りに専念するというのが、宗教的な何かを成就するための祈りではなく、それで十分なのです。何ものにも私は引っかかって、引っ張られることはありませんというのが祈りです。そのような祈りに専念する福音の祝福を味わう兄弟姉妹になっていただきたいと思います。もう一度言います。神様に用いられる、用いられないというのは、信じるか信じないかだけです。他の内容を全部、負担と言い訳から下してください。これがこうなれば、あれがこうなれば、うちの教会の牧師がもう少しハンサムであれば、うちの教会の建物が、もうちょっと立派で、空間もあれば、それは便利で必要に応じてあるでしょうが、そうでないからダメというのは宗教です。アブラハムからも見られますが、子どもが産めない９０以上の歳になっていても、神様がおっしゃったのであれば実現するわけですから、すべての余計な負担から自由になって、確信を持って大胆に祈るようにしていただきたいと思います。
〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。夏場いろいろな大会がある中で私たちは世界を抱いて祈ることができるクリスチャンになるように、そして、それを確信を持って祈ることに邪魔になる様々なことを振り払うことができる福音の理解を与えてください。私たちは祝福されているものだし、用いられるものである神様の御言葉をありのまま「アーメン」と受け止めることができるように神の御言葉に対しての私たちの態度は「アーメン」一個しか選択の余地がない、また他に選択の何も許されていないことを心に留めて勝利するようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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